
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

　土づくりセンターで生産される堆肥を米づくりに使用する農家を対象に、減農薬・減化学肥料に
よる生産振興を行いましたが、結果は前年同様でありました。しかし、農地・水・環境保全向上対
策事業において、伏久地区及び台新田地区において、１１５ｈａが新に栽培されました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

高根沢町にあった緑肥の栽培方法が確立できます。
肥料効果と雑草の制御効果が期待でき、減農薬・減化学肥料の効果か期待できます。
緑肥を使った減減米として、付加価値の付いたブランド米が出来る。
産地化が進めば有利販売につなげることが出来きます。

　農地・水環境保全向上対策において実施されたものについては、全ての人が初めての取り組みで
あり、周辺農家への波及効果につながるものと思います。また、その生産物については、自らが新た
な販売先を開拓しており、地域集落が米づくりを通じ元気を取り戻すきっかけとなりました。農家は米
価が下落し、資材が高騰していることから、高根沢町の米づくり農家の現状からして困難な取り組み
であり、推進策は付加価値販売に尽きることから、系統販売に依存することなく、自らの販売が必要
であります。・・・農産物直売屋、縁故米の拡大、消費者交流等等

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

有機・減減米づくり推進事業費

実
績

担当部課 建設産業部　産業部
担　当 営農支援

サブリーダー 鈴木  幸典

計
画

水田農業ビジョンの「担い手名簿」に登載された意欲ある農業者を対象に、緑肥となる「ヘアリー
ベッチまたはレンゲ」を作付けしてもらい、その圃場で米を作ってもらいます。
緑肥の栽培記録と稲の栽培記録を作成してもらいます。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

取組面積（単位：ha）

25ha １２１ｈａ

委託料 400,000

金　額

特　記　事　項

0

特　記　事　項

特　記　事　項

0400,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０６０１０３－００３－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

0

計　画

0

0

実　績

0

0

400,000

0


